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　読者の皆様は歯科医院が治療や予防を通じて「１

人の患者さんをずっと診れる」こと、すなわち「連続

性のある医療の価値」に気づいておられますか？　

　歯科では当たり前と思われる方も多いことと思い

ますが、この「連続性のある医療」は、内科や整形外

科、小児科など専門分化した医科では行うことので

きない、とても価値ある医療です。医科は、子ども

うになりました。実はこれは医療の世界ではとてつ

もなく深い意味を持つと筆者は考えます。従来、人

は何かの症状があったり、病気にかからない限り、医

療機関には出向きません。例えば、筆者は鼻の症状

がある時にしか耳鼻咽喉科を受診しません。それが

従来の医科へのかかり方だと思います。糖尿病でも

同様に、人は糖尿病にならない限り、なかなか病院

には出向かないものです。けれども、糖尿病は自覚

症状が出づらく、症状が出る頃には進行しているこ

とも多くあります。そう考えると、患者さんに予防

の概念が定着しているのは、今のところ歯科だけで

しょう。つまり、疾病を発症する前の健康な人、未病

の人に出会えるのが今日の歯科医院という「医療機

関」であり、私達は医療の中で稀有な存在なのです。

は小児科、骨折は整形外科、鼻の症状は耳鼻科とい

うように専門分化されており、患者さんにとって主

治医は１人ではありません。けれども、歯科では１

人の患者さんの口腔の健康問題をほぼすべて診るこ

とができます（ クロストークVol.2へ）。

　予防が普及している現在の歯科医療では、健康な

状態を維持するために患者さんが通院してくれるよ

歯科医院は健康な患者さんに会える稀有な医療機関

2 歯科なら「一人の患者さんを
生涯連続して診ることができる」

▷歯科医療の連続性や定期検診の生み出す価値は大きい

▷予防の概念が定着しているのは歯科だけである

▷健康な人に出会える唯一の医療機関が今の歯科医院

です。これらを一つの歯科医院ですべて見るこ

とができる、しかも世代を超えて連続して診て

いくことができる。人生100年という今の時代

だからこその歯科の強みだと思います。

まだ、そのような視点で取り組みをしている歯

科医院は少ないのが残念ですが…。

これからの発展に期待したいですね。歯科には

「ライフコース＝人生の道のり」という独自の言

葉がありますね。このような概念があるのは歯

科だけです。医科では小児科は子どもだけ、内

科は中高年と高齢者、若いお母さんと未来の赤

ちゃんは産婦人科というように、専門分化によ

る構造的な断絶があります。

　ですが、歯科は患者さんの「人生の道のり」

に「かかりつけ医」として寄りそう医療を展開

することができます。歯科は、これから社会の

中で本当に価値のある仕事ができる領域だと私

は思います。

一人の患者さんを生涯を通じて診察できるの

は、歯科だけなんです。私はそれをとても羨ま

しく思います。例えば、今やう蝕は小児に限定

された問題ではなく、高齢者に至るまでの全世

代にわたる疾患としてみなされています。口腔

機能の低下も小児から高齢者にまで広く及ぶ問

題です。

歯周病も同じで

すね。その発症

は成人期でも、

小児期から歯周

病についてもき

ちんと教えてお

くことが大事で

すから。

たとえば女の子には、歯周病を放置すると将来

妊娠した時に歯肉から出血が起き、早産になる

など、お口の状態が大切な赤ちゃんにも影響す

ることも伝えておきたいですね。このように歯

科には全世代にわたる課題がたくさんあるわけ

一人の患者さんを生涯診れる
歯科が羨ましい！

Theme

「連続性のある医療の
今日的な価値」

　以下に臨床の様々なタイミングで、また患者さん

に応じて、患者さんに全身的健康を意識してもらう

ために私達が行なっている取り組みをご紹介しま

いつでも・どこでも・手軽にできる方法で実践！

3 患者さんに「健康」を意識して
もらうための仕掛けをする

全身的な健康状態を把握しておく

自分の糖尿病を歯科医院でも
意識づけ

例えば臨床のこんな場面で仕掛けよう！

患者さんに自分の血圧を意識付け

オーラルフレイルの徴候がないかを
チェック

体質改善や生活にも着眼

す。どれも機器さえ揃えれば、簡単にできることば

かりですので、ぜひ参考にしてみてください（図２）。

図2　

初診時

▼

問診にて内科的疾患
や服用している薬を

確認する

口腔内チェック時

▼

口腔内と共に体組成
計にて全身状態を
チェック

初診や月初めの
保険証提示時

▼

待合室で血圧測定を
行う

65歳以上の
患者さん
▼

口腔機能精密検査を
実施する

糖尿病患者さん

▼

血糖値、グルコース、
およびHbA1cを測

定する

77

14895

患者さんに自分の血圧を意識付け

1 待合室で血圧確認

　当院では、初診時や月初めの保険証を提示してい

ただくタイミングで、待合室常設の血圧計にて血圧

測定をお願いしています。

2  血圧測定で患者さんに自分の血圧を意識してい

ただく

　デンタルチェアに座った時の患者さんの血圧は、

大抵いつもより高くなります。そこで、なるべく通

常に近い血圧を知るために、待合室での測定にして

います。

　これを習慣化することで、患者さん自身の意識付

けにもつながります。単に血圧が高いか低いかだけ

を見るためだけではなく、患者さん自身に自分の血

圧を知ってもらうことができます。これも自分の健

康への取り組みの一つです。体重が良い例ですが、

人は毎日体重を測ることで、体重に日々気をつける

ようになります。ですが、血圧計を自宅に持ってい

る方はどれくらいいるでしょうか？　そのような方

はごく少数で、時たま病院、人間ドックで計測する

初診や月初めの保険証提示時 ▶ 待合室で血圧測定を行う

のみかと思います。しかし、歯科医院に通うたびに

血圧を計測していけば、患者さん自身が血圧も気を

つけるようになるのではないかと考えました。

　これも、健康な人に来ていただける歯科医院とい

う医療機関だからこそできる未病の発見です。健

康意識を高めてもらうきっかけにもなるかと思い

ます。

あえて待合室で行うのが
コツ！

　実は本書は開業から１年１ヶ月目で執筆していま

す。現在、新規の患者さんは月に200名を超えてお

り（医科からの新患が月70名）、開業４ヶ月目にして

カルテ枚数は1,000枚超になりました。おそらく、

新規開業としてはかなりのスピードです。しかも患

者さんの半数以上は口コミです。

　患者さんからは「歯医者でこんなことまで測って

くれるんだね～、こんな歯医者さん初めてきた～」

と好評です。筆者の目指す歯科医療は、経営的側面

からも明らかに順調です。結果としてプラスに働い

ています。ですので、前頁で述べた医科歯科連携の

ための設備投資は、最終的に医院の収支がプラスに

なるのであれば、自院の特色作りのためにも価値あ

るものと考えています。

地域からも信頼され、評価される歯科医院になれる

7 開業から１年１ヶ月で医科からの
紹介患者さんは月70名！

　筆者は医科歯科連携
のための取り組みとし

て体組

成計、血圧計、血糖と
HbA1cなど全身の健康

状態を

把握するための検査に
必要な様々な機器を医

院に導

入しています。これに
関し「その検査は有料な

の？」

という質問をよくいた
だくのですが、当院で

は無料

で行っています。実際
、体組成計150万円、

HbA1c

を測定する機器も120
万円と、設備投資とし

ては確

いう考え方を基にする
人生100年時代の歯科

医院

ですが、開業時の借り
入れや従業員の雇用も

あり、

「経営」を度外視してい
るわけではありません

。

　経営上、最も重視して
いることは「いかにオン

リー

ワンになるか」です。
隣りに歯科医院ができ

たとし

ても影響を受けない、
特色のある医院にいか

にして

なるかを常に考えてき
ました。例えばインプ

ラント

治療や根管治療に特化
していくのも一つでし

ょう。

簡単には真似されない人生
100年時代の医院をめざす

6 医科歯科連携で経営的にも
強い

オンリーワンの歯科医院にな
る！ 

　○○産婦人科　　　○○先生御机下

　いつもお世話になっております。

　○○様ですが名古屋市の妊産婦検診で当院に受診され、口腔内の状態を拝

見させていただきました。中程度の歯周病に罹患しておられ、むし歯も数カ

所認められます。つわりであまり歯磨きができておられないそうです。

　歯科治療は安定期に行う予定をしております。また、歯周病と早産との関

係も言われており、妊婦さんはホルモンのバランスにより歯肉に炎症が起き

やすいので、こちらにてしっかりと治療と口腔ケアを行ってまいります。ま

た、投薬、全身状態の把握など何かありましたら先生のお力をお借りすること

もあるかもしれません。その際はよろしくお願いいたします。

　またできましたら先生方にも、妊産婦歯科検診を他の妊婦さんにも勧めて

いただけると非常に助かります。妊娠後期になり親知らずがひどく腫れて来

院する妊婦さんにも数多く遭遇します。口腔内の疾患は生活習慣などで事前

図12　左右上下や歯番なども書き加え、丁寧かつわかりやすい写真を添付する。

①  ここは数年前に虫歯で左右共に１本ずつ抜いてから何も治療していません。そのため、奥歯が

手前に倒れ込んできています。

②  この歯も手前を抜いてそのままにしたことにより、倒れてきています。噛み合わせがかなり変

わってきています。

①  この歯が倒れてきていて、噛み合わせがかなり変わってきている歯です（エックス線の②の歯

です）。★抜歯を希望されています。

②  このあたり、かなり歯を抜いてこられていますが、一度も入れ歯を使ったことはないそうです。

右奥も歯がないので前歯でほとんど噛んでいるかと思われます。

③  歯肉退縮により虫歯があります。このような治療は１回で終わるものがほとんどです。

糖尿病患者さんの口腔内を医科に知らせるために、エックス線や口腔内写真で情報提供をした一例
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　診療情報提供
書の作成（返信用

封筒もつけてい
る）。

医科に対診！歯科だ
からこそ気づける患

者さんの情報を提供
する


